
CSRの追求において、役職員一人ひとりが｢いきいきと働くことができる職場環境づくり｣は大切な取り組みです。
多様な人材が、それぞれの個性と能力を発揮し、誇りと意欲を持って仕事に取り組める職場づくりを進めています。

役職員との　 存 　栄共 共

一人ひとりが力を発揮できる職場づくり職場環境

知恵と親切を提供できる行員の育成

　当行ではお客さまとの対話を通じて、きめ細やかなニーズに対応し、長期的
な視点でお客さまの価値向上につなげるべく、職員の能力開発を行っています。
　「人材育成方針」を毎年定めるとともに、基本となる「階層研修」「職務研修」
の内容を見直し、職員のスキルアップを支援しています。２０１２年度の「人材育成
方針」は「更なる自己研鑽によるお客さまの価値向上への挑戦～お客さまとの
対話を通じて多様化するニーズに適応し、知恵と親切を通じてお客さまの価値
を高められる行員の育成～」です。ＯＪＴや集合研修を通じて、職員の能力や専門
性を高めています。

一人ひとりの能力向上のために
　当行では、知識や業務スキル向上のために、「階層別自己啓発モデル」を策定し、マネジメント能力の向上や自己啓発への積極的な
取り組みを推奨しています。
　また、部下が自己の役割・目標を十分に確認できるよう、半期ごとに上司と面談する「はなしあい」を実施。職員の意欲や適正を把握
して適材適所に努め、一人ひとりが能力を最大限に発揮できる職場環境づくりに取り組んでいます。

メンタルヘルスへの取り組み
　役職員が心身ともに健康な社会生活が送れるよう、職場の
メンタルヘルスケアに取り組んでいます。
　管理職を対象に、産業医による「メンタルヘルス」をテーマとし
た研修を実施。定期健康診断時には、行内に設置している健康
管理室の看護師が役職員一人ひとりと面談し、精神面のフォ
ローを行うとともに、必要に応じて外部の専門家と連携を図って
います。

人権問題への取り組み
　セクシュアルハラスメントや同和問題など、さまざまな人権問
題に対する理解を深め、人権感覚を磨くことを目的に、階層別の
研修や支店ごとの研修を年２回実施しています。
　また、全ての役職員にとって働きやすい秩序ある就業環境づくり
の観点より、セクハラ相談窓口「セクハラホットライン」を設置。その
他にも各種ポスターの掲示や人権標語を職員から広く募ること
により、啓発に心掛けています。

キャリアとスキルを発揮できる制度

しがぎんの従業員に関するデータ（嘱託・パートタイマー除く）
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　働く意欲のある非正規社員（パートタイマー、嘱託）を対象に、キャリア
アップと活躍の機会を提供することを目的として積極的な登用を
行っています。

「パートタイマーから嘱託」、「嘱託から行員」への登用
　営業力強化と組織活性化のため、銀行、証券、生命・損害保険
などの金融業界出身者を中心に、スキルを持つ人材の採用を行って
います。

キャリア採用

　結婚、出産などにより中途退職をされた方であっても、勤続３年
以上、退職後１０年以内であれば、希望者は選考の上、退職時の職位、
職級で再雇用しています。

中途退職者の再雇用制度
　当行では、障がい者雇用を促進しています。障がい者雇用率は、
２０１1年度が１．９９７％と法定雇用率１．８％を上回っています。

障がい者雇用

　定年退職者のうち就労可能な健康状態であれば、希望者全員を
厚生年金（定額部分）の受給資格を取得するまで再雇用しています
（最長満６５歳）。

高齢者の再雇用制度
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積極的な女性の登用
　当行の女性管理職は１５１名、管理職に占める女性の比率は１5％を超えます（２０１２年３月末現在）。また、今まで男性行員が中心であった
得意先係、融資係の支店長代理への女性登用も積極的に行っています。

女性管理職者数の推移

1981 1997 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011（年度）

　銀行は法人個人問わずたくさんの
お客さまと出会いのある職業です。
以前は、個人のお客さまの資産運用
を担当する得意先係でした。
　企業のオーナーさまとお会いする
機会が多くなり、その企業に対しても
アドバイスできればと、そんな思いが
事業性融資をするきっかけとなりま
した。業種や経済環境によってお取引
先の状況もさまざま。良い時、悪い時
もお取引先とともに考え、成長できる
関係を築きたいと思います。

VOICE 事業性担当の女性得意先係の声

南郷支店　前田 陽子

役職員との　 存 　栄共 共
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Webで
チェック！ 人材育成方針

｢育休復帰後セミナー｣に参加した女性行員。仕事と家庭の両立についてのやりがいを、話し合いました。

26 27

（2012年3月末現在）



次世代認定マーク（愛称「くるみん」）

子育て支援を積極的に推進
　当行は、２０１１年５月に「子育て支援に積極的に取り組む企業」として２回目の認定を受け、2011年
度より３年間、第三期行動計画（期間：２０１１年度～２０１３年度）に沿った子育て支援を推進しています。
各種子育て支援制度を有効に活用できるよう、行内での積極的な周知と、制度を利用しやすい職場
環境づくりに取り組んでいます。

仕事と家庭の両立を考えた制度の充実
　学校の行事や通院、地域行事の参加などにあわせて短時間
の休暇が取得可能な「半日年次有給休暇制度」を設けています。
２０１１年度は、のべ７６９名が取得しました。
　配偶者の出産時の付き添いなど、出産予定日前後の１ヵ月間に
男性行員が取得できる「配偶者出産特別休暇制度」の積極的な
利用を促進しています。２０１１年度は１８名が取得しました。

育休mamaセミナーの定期的な開催
　育児休業中の行員を対象に、育児休業者向け懇
談会「育休mamaセミナー」を２００９年６月より開催
しています。
　本セミナーは、職場復帰に対する不安を和らげ、
育児休業中の行員同士が情報交換をできる場として
実施しています。
　これまでに１２回開催し、のべ２１９名が参加しました。

育児休業取得者の職場復帰前から
職場復帰後にかけての環境の整備
　育児休業は最長で子どもが３歳になるまで取得できますが、復帰に際してのブランクに不安を抱える人が少なくありません。このような
不安を軽減するため、２００８年より「育児休業復帰前面談」を実施しています。職場復帰の2ヵ月前に、所属部店にて面談を行い、それぞれ
の子育ての環境などを把握するように努めています。
　また、職場復帰後のフォローを行うよう、2012年度より「育休復帰後セミナー」を年２回実施しています。１回目のセミナーでは、育休
復帰後の円滑なコミュニケーションについて研修を行い、子育てと仕事の両立について意見交換しました。「子育てをすることにより仕事
の能率が上がった」、「お客さまへの提案の幅が広がった」、などの前向きな意見が多数ありました。

　第一子出産後に育児休業を約1年
半取得しました。3ヵ月ごとの「育休
mamaセミナー」では、銀行業務や日頃
の育児の悩みなどさまざまな情報交換
ができ、復帰の際大変役立ちました。
　また、復帰後は支店の方々のサポー
トもあり、テラーリーダー兼資産運用
アドバイザーとして仕事と育児の充実
した毎日を過ごしています。今後も更
に成長できるよう頑張ります。

VOICE 育児休業取得者の声

瀬田支店　松本 友里

女性活躍推進委員会
　女性が活躍できる職場づくりを目的に、女性の観点から経営
へ提言を行う「女性活躍推進委員会」を設置しています。２０１２年
度は「仕事と家庭を両立しながら“イキイキ”働ける環境づくり」と
「女性の職域拡大に向けて」をテーマに、各種制度の改正やセミ
ナーの開催、育休取得者へのフォローなどを行っています。

　「配偶者出産特別休暇」を取
得し、第二子の出産の立ち会い
に利用しました。はじめての立
ち会いだったのですが、感動の
瞬間を妻とともに迎えることが
できました。妻に感謝するととも
に、改めて「命の尊さ」と「父親と
しての自覚」を実感しました。
　これからも周りの方々への
感謝の気持ちを忘れずに、全力
で仕事に取り組んでいきます。

VOICE 「配偶者出産特別休暇」取得者の声

営業統轄部　柴田 直幸
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半日年次有給休暇制度、配偶者出産特別休暇制度の取得者推移

子育て支援制度概要
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女性リーダー養成講座
　女性管理職を養成し、女性同士のネットワーク構築を支援する
「女性リーダー・エンカレッジ講座」を毎年開催しています。
　同講座への参加者がこれまでのキャリアを振り返り、組織の
運営や部下育成について考える機会を提供しています。

　小委員会では、現在「風土づくり」
「キャリア形成支援」「制度の充実」を
目的とした活動を行っています。
　約６年間の委員会の活動などにより、
諸制度は整ってきました。
　ライフイベントにかかわらず、女性が
“意欲を持って”仕事ができる職場づく
りを目指しています。それが結果的に、
全職員が働きがいを持って働ける職場
となればと考え、今後も取り組んでま
いります。

VOICE 女性活躍推進委員会・小委員会メンバーの声

草津支店　谷口 恭子
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　第一子、第二子ともに育児休業を取得
し、職場復帰をしました。
　支店では支店長代理として、責任ある
立場で悩みも多いですが、家族の応援と
上司、同僚の理解があり頑張っています。
　そのような中「女性リーダー・エンカ
レッジ講座」に参加し仕事や家庭のこと
を忘れ真剣に自分に向き合う時間を持
つことができました。同世代の女性と職
場以外で悩みを分かち合うことができ、
一人でないことを実感し、勇気とパワー
をもらいました。この経験を生かし、これ
からも頑張っていきます。

VOICE 女性管理職の声

栗東支店　川瀬 久美子
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